
2019年度（令和元年度） 事業計画 
 

所属 事業計画 

法人全体 １．事業計画の着実な遂行、実行の検証、成果の確認 

２．医療系・健康科学系の学部学科等の設置計画 

３．多摩永山地区の再開発の準備 

４．日本医科大学のブランド強化、教育体制の充実、研究体制効率化に必要な環境整備 

５．日本獣医生命科学大学の国際評価に向けた富士アニマルファームの再整備等、ブラ

ンド力向上のための支援、研究における外部からの競争的資金の獲得 

６．教育・研究における収益性を重視した大学運営をしつつ、２大学の更なる教育・研

究連携を構築 

７．看護専門学校の効率的運営改善 

８．物的・人的医療資源の最大限の有効活用 

９．AP21の3期工事の着実な遂行 

10．武蔵小杉キャンパス再開発における新病院の建設工事の着実な遂行 

11．千葉北総病院における医療圏拡大戦略の実施 

日本医科大学 １．多様な入学者選抜試験の実施 

２．地域枠による入学定員増の申請 

３．医師国家試験合格率の向上 

４．研究体制の高度化・効率化を図る 

５．大学間連携の拡充 

６．社会貢献としての高大連携 

日本獣医生命科学大学 １．第１校地・第２校地再開発プランの策定と実行 

２．学生満足度の高い教育と学生支援の実施 

３．特色ある研究プロジェクトの推進と情報発信 

４．高大接続改革の継続的推進と志願者数増加策の実行 

５．地域と産業界との連携強化 

看護専門学校 １．計画的に授業研究を取り入れることによる教育内容、教育方針の改善 

２．自己点検、自己評価の結果と学生の意見を踏まえた講義、臨地実習の改善 

３．教科外活動、ICT環境の充実 

付属病院 １．効率的な病床運営 

２．医療連携の強化 

３．新規施設基準等の取得 

４．新規医療技術の拡大（ダヴィンチ等） 

５．血栓回収脳卒中センターの認定 

６．病院機能評価一般病院3受審準備 

７．院外処方フォーミュラリーの導入 

武蔵小杉病院 １．救急・総合診療センターを中心とした救急機能の充実 

２．積極的に病院の機能、専門性を広報し、知名度を向上させる 

３．地域医療支援病院の取得を目指し、院内体制の整備を進める 

４．神奈川県がん診療連携指定病院の指定要件の整備を進める 



2019年度（令和元年度） 事業計画 
 

所属 事業計画 

多摩永山病院 １．401床フル稼働を目指し、看護師の配置を行う 

２．4床増床を視野に入れた病棟の改修工事を実施する（2020年405床稼働） 

千葉北総病院 １．ドクターヘリを最大限活用した高度急性期医療の展開 

２．がん診療連携拠点病院指定に伴う診療実績の向上 

３．JIH（2020更新）・JMIP（外国人患者受入れ医療機関認証制度、2021年取得予定）・

JCI（米国の国際医療機能評価機関の認証、2021年取得予定）によるブランド向上 

４．診療報酬における医療収入の増収 

腎クリニック １．透析患者、血液浄化療法患者の獲得 

２．他の医療機関との連携による患者受入 

呼吸ケアクリニック １．診療体制一新に伴い、法人関連病院、紹介医療機関を中心に訪問、PRを行う 

２．サテライトクリニック機能を充実し、地域医療以上大学病院未満の医療を提供 

健診医療センター １． PETカメラの新機種更新により検査処理(実施数)能力向上、治験検査を含めた検査

件数の増加 

ワクチン療法研究施設 １．他の診療施設との連携強化 

２．他の研究施設との連携強化 

３．免疫療法としてのSSMの有用性の理解促進 

成田国際空港クリニック １．歯科開設及び事業規模の拡大と運営体制の確立 

国際交流センター １．外国人留学生の受入 

２．外国の大学との学術交流 

３．医学部学生の短期留学生 

４．外国人留学者研究会の開催 

５．外国人留学者に対する奨学金支給 

知的財産推進センター １．知的財産戦略の見直し 

２．共同出願契約雛形の作成 

３．メールマガジンの発行 

４．評価基準の見直し 

５．新技術説明会への出展 

６．日本医科大学、日本獣医生命科学大学の研究支援部署と連携した研究支援業務推進 

７．他研究機関との連携推進 

８．共同・受託研究契約書雛型の見直し 

ＩＣＴ推進センター １．2018年度に策定した次期大学 ICT 3ヶ月年計画の実行 

２．医療情報システムに関する中期計画の再考及び実行 

３．各種システムの統一化検討及び支援 

研究統括センター １．治験基盤整備のための人員雇用 

２．倫理審査システムの導入（千駄木地区） 

３．研究リスクマネジメント体制の構築 

 

 


